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１．評価結果 

評価ランク：Ｓ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 網羅的に研究を進められており、沿岸域の数種の貝類の貝殻を活用した多様なモニタリング手法の

提案という目的は十分に達成し、目標を上回る成果を得ている。殻の同位体履歴から殻の成長量推定、

環境ストレスと関連する微細構造の変異、貧酸素指標としてのMo/Caの可能性など今後、沿岸域のモ

ニタリングに有用な知見が得られている。現地採取された死貝の死の環境要因を推察できる手法とし

てまとめられること、またそれに適した貝種を提案されること、蓄積されている多くの分析データの

多変量解析など解析方法を工夫した解析により有用な成果が得ること、サンプリング数、地点数をさ

らに増やすことなどのコメントが寄せられており、これらを参考にさらに研究が進展することを期待

する。 


